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	 	 	こうした中でダイズ品種 FT-Abyara から塩類濃度を調節する Nc1 遺伝子が
発見され，この遺伝子は Na+，K+，Cl-の輸送を同時に調節することが明らかに








クション 80 品種・系統に，Nc1 遺伝子領域が異なる準同質遺伝子系統 NILs	72-
T/S，根粒超着生/非着生系統	En-b0-1/En1282 とその親品種エンレイを与えて供試
し，塩ストレス耐性とその種内変異を評価することを目的とする．さらに窒素の吸








第 2 章	 乾物重に基づく塩ストレス耐性の遺伝的変異	





し，正規分布となった（図 1）．DW	(S/C)による評価において両年とも上位 20 位に入
った品種を耐性品種，下位 20 位に入った品種を感受性品種，それ以外の品種を中間
品種と判定した．塩ストレス耐性として，Sandek	Sieng，Tegineneng，M	44，L	317，
Ringgit，E	C	112828，Keumdu，U	1416，U-1741-2-2	NO.3 の 9 品種・系統が，感受性
として M	 42，N	 2392，Petek，Karasumame(shinchiku)，Shirosota，HM	 39，
Col/Pak/1989/IBPGR/2323(2)，JAVA	5，Anto	Shoukokutou の 9 品種・系統がそれぞれ
抽出された（表 1）．いくつかの品種は塩ストレス耐性遺伝子をもつ系統 NIL	72-T よ
り強い耐性を示し（表 1），今後の育成材料として期待される．	
	
第 3 章	 塩ストレス耐性と窒素吸収関連形質との関係	




示された（図 3 および表 2）．塩ストレス耐性の指標である DW	(S/C)は，根粒諸形質
と有意な相関を示し（図 4），PNUE の相対値と有意な順位相関を示した（図 5）．以
上のことより耐性品種は高い PNUE を示し，それには根粒が関与していることが考え
られた（図 6）．さらに DW	(S/C)は，葉の窒素含量の相対値（対照区に対する処理区








第 4 章	 Na,	K の体内分布に基づく塩ストレス耐性機構の評価	
	 第 3 章において同定された塩ストレス耐性品種と感受性品種，各 9 品種ずつを供試

















	 ダイズでは一般的に吸収した Na が根から葉へ多量に移行し，それにより光合成が
低下し，物質生産が低下すると考えられている．本研究では 9 品種中 7 品種の耐性品
種で，吸収した Na を根に留め，葉への移行を抑制し，耐性を示すことが確認できた．


















































































































































































図 7.	葉の窒素含量の相対値と相対乾	 	 	 図 8.	SPAD 値の相対値と相対乾物重との	
	 	 	物重との関係．***は 0.1%水準	 	 	 	 	 		関係．**,***はそれぞれ 1%,0.1%	








図 9．塩ストレス耐性品種（U	1416）と感受性品種（M	42）の比較．2015 年に NaCl 濃	





















































2013	 2015	 平均値	 	 	 2013	 2015	 平均値	
Sandek	Sieng	 0.99		 0.71		 0.85		 	 NIL72-S	 0.77		 0.50		 0.64		
Tegineneng	 0.91		 0.74		 0.83		 	 Anto	Shoukokutou	 0.66		 0.50		 0.58		
M	44	 0.97		 0.67		 0.82		 	 JAVA	5	 0.62		 0.50		 0.56		
L	317	 0.92		 0.70		 0.81		 	 Col/Pak/1989/IBPGR/2323	 0.63		 0.48		 0.56		
Ringgit	 0.87		 0.73		 0.80		 	 HM	39	 0.65		 0.45		 0.55		
E	C	112828	 0.89		 0.71		 0.80		 	 Shirosota	 0.65		 0.44		 0.55		
Keumdu	 0.85		 0.74		 0.79		 	 Karasumame	(Shinchiku)	 0.61		 0.45		 0.53		
U	1416	 0.84		 0.74		 0.79		 	 Petek	 0.57		 0.49		 0.53		
NIL72-T	 0.93		 0.64		 0.79		 	 N	2392	 0.60		 0.45		 0.52		
U-1741-2-2	NO.3	 0.86		 0.67		 0.77		 	 M	42	 0.47		 0.41		 0.44		
	         





















Sandek	Sieng	 0.85		 91.4		 0.84		 	 Anto	Shoukokutou	 0.66	 73.6	 0.68	
Tegineneng	 0.83		 94.8		 0.97		 	 JAVA	5	 0.62	 75.7	 0.78	
M	44	 0.82		 82.4		 0.73		 	 Col/Pak/1989/IBPGR/2323	 0.63	 58.5	 0.61	
L	317	 0.81		 78.0		 0.80		 	 HM	39	 0.65	 55.6	 0.60	
Ringgit	 0.80		 91.0		 0.94		 	 Shirosota	 0.65	 64.0	 0.69	
E	C	112828	 0.80		 107.9		 0.94		 	 Karasumame	(Shinchiku)	 0.61	 77.4	 0.78	
Keumdu	 0.79		 92.6		 1.04		 	 Petek	 0.57	 59.9	 0.71	
U	1416	 0.79		 88.5		 0.71		 	 N	2392	 0.60	 61.9	 0.59	
U-1741-2-2	NO.3	 0.77		 89.7		 0.93		 	 M	42	 0.47	 48.7	 0.73	
	 	 	 	 	 	 	 	 	
平均値	 0.81***	 90.7***	 0.88***	 	 	平均値	 0.61		 63.9	 0.69	
***は 0.1%水準で有意差があることを示す．	
	
表 3.	選抜した塩ストレス耐性，感受性の葉，根の Na 濃度とその比率.	
耐性品種	 Na 濃度（mg/g）	 	 	感受性品種	 Na 濃度（mg/g）	
葉	 根	 葉/根	 	 	 葉	 根	 葉/根	
Sandek	Sieng	 0.58	 22.7	 0.03		 	 Anto	Shoukokutou	 3.87	 15.6	 0.25		
Tegineneng	 2.13	 25.4	 0.08		 	 JAVA	5	 3.74	 15.3	 0.26		
M	44	 6.40	 22.4	 0.31		 	 Col/Pak/1989/IBPGR/2323	 6.77	 14.6	 0.48		
L	317	 1.48	 21.8	 0.07		 	 HM	39	 9.21	 20.6	 0.45		
Ringgit	 1.88	 23.5	 0.08		 	 Shirosota	 8.17	 17.0	 0.49		
E	C	112828	 1.02	 22.8	 0.04		 	 Karasumame	(Shinchiku)	 5.03	 19.8	 0.26		
Keumdu	 2.43	 20.6	 0.12		 	 Petek	 3.59	 20.5	 0.18		
U	1416	 1.38	 27.7	 0.05		 	 N	2392	 6.62	 15.9	 0.41		
U-1741-2-2	NO.3	 5.08	 24.3	 0.21		 	 M	42	 7.14	 20.8	 0.34		
	 	 	 	 	 	 	 	 	
平均値	 2.49***	 23.5***	 0.11***	 平均値	 6.02	 17.8	 0.35	
***は 0.1%水準で有意差があることを示す．	
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